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3　卒業までの資金計画
　⑴ 受験料も必要です
　　 ※�併願受験する場合、私立高校は1校20,000～30,000円、大学は1校35,000円程度の受験料がか

かります。
　　 ※大学を8校受験すると35,000円×8＝280,000円と、まとまった資金が必要となります。

　⑵ 卒業するまでにかかる学費以外の必要経費や生活費を計算しましょう
　　 ※�入学金や学費のほか、定期代や教科書代、実習費用、教材費等が別途必要になります。このよう

な費用も含めて、卒業までに必要な経費について計算しましょう。
　　 ※�進学する学校の修学期間に応じ、卒業までの生活費も見通しを立てることが必要です。
　　 ※�進学後のアルバイト代を見込んでいても、授業の終了時間が遅い、通学時間が長い等の理由で思

うようにアルバイトができないこともあります。また、長期の実習等により、アルバイトができ
ない期間が生じ、資金計画が立ち行かなくなる場合もあります。

❸	申請書類
●	申請内容や世帯の状況によって、下記以外の追加書類の提出を依頼する場合があります。

●	申込みに際して提出された書類は、返却いたしませんので予めご了承ください。

●	本制度は個人番号（マイナンバー）利用事務ではありませんので、ご提出いただく必要書類に個人番
号を記載されないようご注意ください。

■	共通して必要な書類

書　類

1 借入申込書

2
住民票の写し（世帯全員（続柄を含む）が記載されている原本、個人番号（マイナンバー）の
記載がないもの、個人番号（マイナンバー）が記載されている場合は黒く塗りつぶす、発行後
3ヶ月以内であること）

3 借入申込者の世帯の収入証明＊

○生計中心者（連帯借受人）及びその配偶者、世帯の生計維持に寄与している方
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学校に関する書類
（1）予約申込みの場合
　　①　募集要項（在学期間、入試日程、学費等の金額や納入期限が確認できる学校発行の書類）
　　②　他の奨学金制度等の決定状況が分かる書類
　　③　併願する場合は併願校一覧
（2）合格後、入学前の場合
　　①　募集要項（学費等の金額や納入期限が確認できる学校発行の書類）
　　②　入学金や学費が未払いであることを確認できる書類
　　③　合格通知書
　　④　他の奨学金制度等の決定状況が分かる書類
（3）在学中の場合
　　①　学費の金額や納入期限が確認できる学校発行の書類（請求の通知）
　　②　学費の支払状況を確認できる書類（既払い分、未払い分について）
　　③　在学証明書（申込日の直近に発行のもの）
　　④　他の奨学金制度等の決定状況が分かる書類

＊ 自営業の場合は、源泉徴収票以外の確認書類をご用意頂きます。
＊ 連帯保証人を設定する場合は、別途書類を提出いただきます。

■	状況により該当者は必要な書類

状　況 書　類

外国籍の方がいる世帯の場合 在留カード　又は　特別永住者証明書　の写し
※　借受人、連帯借受人、連帯保証人となる方が外国籍の方の場合 

生活保護世帯 福祉事務所長の意見書
（社会福祉協議会から福祉事務所に直接提出を依頼します）

負債がある場合 負債の総額、残額、返済状況等が分かる書類


